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松
村
代
議
員 

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
旅 

客
増
加 

・
ワ
ン
マ
ン
列
車
の
安
全
確 

保 

 

広
島
地
本
を
代
表
し
て 

市
川
書
記
長
が
以
下
の
５ 

点
に
つ
い
て
発
言
を
行
い 

ま
し
た
。 

 

・
安
全
に
つ
い
て 

Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
、「
安
全 

お
守
り
手
帳
」
を
活
用
し 

た
職
場
点
検
を
進
め
、
安 

全
に
対
す
る
取
り
組
み
の 

浸
透
を
呼
び
か
け
て
い
き 

ま
す
。 

 

・
施
策
に
つ
い
て 

各
施
策
に
お
い
て
、
よ 

り
一
層
の
し
っ
か
り
と
し 

た
議
論
を
し
て
い
た
だ
き 

た
い
で
す
。 

田
村
代
議
員 

・
新
幹
線
通
勤
の
緩
和 

・
適
正
な
要
員
確
保 

・
作
業
主
任
者
手
当 

水
本
代
議
員 

・
中
国
統
括
本
部
の
あ
り
方 

・
間
接
社
員
の
手
当 

・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
業
務

の
あ
り
方 

・
２
０
２
４
春
聞
に
つ
い
て 

キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
の 

過
程
に
お
い
て
、
障
害
と 

な
る
よ
う
な
賃
金
形
態
と 

な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思 

い
ま
す
。
２
０
２
５
春
闘 

で
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と 

年
間
臨
給
に
こ
だ
わ
り
、 

昇
職
意
欲
の
向
上
に
つ
な 

が
る
回
答
を
引
き
出
し
て 

い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

 

・
宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
、
Ｊ

Ｒ
広
島
病
院
支
部
に
つ
い

て 

宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
で 

は
、
長
き
に
わ
た
る
コ
ロ 

ナ
禍
に
お
い
て
、
組
合
員 

に
よ
る
地
道
な
努
力
の
積 

み
重
ね
が
２
０
２
４
春
闘 

に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い 

か
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
広
島
病
院 

支
部
で
は
、
２
０
２
５
年 

４
月
よ
り
「
県
立
二
葉
の 

里
病
院
」
と
い
う
新
た
な 

病
院
に
転
籍
と
な
り
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
広
島
病
院
支
部
組
合 

員
は
Ｊ
Ｒ
西
労
組
を
離
れ 

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、 

 

不
安
な
く
送
り
出
す
た
め 

取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

・
政
治
に
つ
い
て 

広
島
地
本
内
に
は
３
名 

の
組
織
内
議
員
が
お
り
、 

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
課
題 

や
豪
雨
災
害
に
よ
る
線
路 

の
復
興
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
を
含 

む
公
共
交
通
機
関
の
在
り 

方
に
つ
い
て
、
各
議
会
に 

て
我
々
の
声
を
発
言
し
て 

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
我 

々
が
考
え
る
政
策
を
実
現 

す
る
た
め
に
は
、
我
々
の 

声
を
代
弁
す
る
議
員
を
支 

え
る
必
要
が
あ
り
、
広
島 

地
本
は
推
薦
す
る
候
補
者 

の
全
員
当
選
へ
向
け
全
力 

で
取
り
組
む
決
意
と
、
今 

後
の
各
議
員
と
の
よ
り
一 

層
強
固
な
連
携
を
深
め
て 

い
き
ま
す
。 

第 36回 JR西労組中央本部大会 

表彰作品の紹介 

●機関紙部門 

        努力賞 

広島病院支部  

「病院支部ニュース」 

●写真部門 

         佳作 

広島病院支部  

黒島真太郎さん 

「組合仲間からの贈り物」 

 

広
島
地
本
は
、
７
月
２ 

７
日
（
土
）
に
「
広
島
み 

な
と
夢
花
火
大
会
」
レ
ク 

を
、
宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部 

協
力
の
下
、
開
催
し
ま
し 

た
。 当

日
は
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の 

組
合
員
と
そ
の
家
族
が
Ｊ 

Ｒ
西
日
本
宮
島
フ
ェ
リ
ー 

乗
り
場
に
集
合
、
フ
ェ
リ 

ー
に
乗
船
し
て
、
宇
品
港 

沖
に
て
花
火
大
会
を
観
覧 

し
ま
し
た
。
参
加
者
に
は 

子
供
を
連
れ
た
家
族
も
お 

り
、
フ
ェ
リ
ー
か
ら
間
近 

「
広
島
み
な
と
夢
花
火
大
会
」
レ
ク
を
開
催
！ 

で
見
る
大
き
い
花
火
が
打 

ち
上
が
る
た
び
に
、「
綺
麗
」 

「
大
迫
力
」「
花
火
の
音
が 

凄
い
」
と
楽
し
そ
う
な
歓 

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
レ
ク
を
通
じ
、
普
段 

な
か
な
か
顔
を
合
わ
せ
な 

い
仲
間
と
親
交
を
深
め
る 

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

※一部のみ紹介しています。 


